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Abstract 
Area-based handicratl classes， k.nown as a "Children Meister Class，" were planned 

and held to stem aversion 10 science. This paper describes a maoufacturing method of a 
handmade model c釘with a dc micro-motor and materials at hand. AIso， the relationship 
between lbe car's velocity and the diameter of the pulley in the handmade model c釘was
investigated. The results of this experiment showed that the optimum pulley diameter for 
the walking speed of a child 10 be 25 mm. 
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1. はじめに

近年，子ども遣の理科離れや工学部離れという
言葉を耳にするようになり1}，ものづくり・工作
をしない子ども逮が増加している2) 特に電気電
子は特に敬遠される傾向にあり3) どの分野も重
要ではあるが， 工業的だけでなく日常生活におい
ても特に電気電子は必要不可欠な学問であると
いえ， これが衰退すると日本の科学力・技術力は
馨しく低下するものと考・えられる. 昔に比べて，
電子機器などプラックボックス化され，子ども遣
が電気電子に取っ付き難くなったと言われるが，
教える側が簡単なものでも良いから， 本学聞は面
白く興味深いものなのだというきっかけを作れ
ば改替できると考えられる.

2在者らは， 上記状況を打開するため膏少年のた
めの科学の祭典や企業が主催する工作教室・理科
教室に参加してきた. それだけでは不十分である
とし， 2∞5 年から所属研究室主催の工作教室「こ
どもマイスd 一教室(英名:C凶帥n Meis附
Class) Jを企画し， 表lに示すようにこれまで 8
回開催してきた. 子ども逮に “ものづくり"に対

し， プロフェッショナノレ(匠) な意慨を持っても
らおうと， 山沢清人 教授が命名し， 科学は興味
深く面白いと思ってもらえるような内容になる
よう曽根原が中心となり， 企画・実行してきた.
このコンセプトに共感して頂き，近隣企業の信越
放送株式会社(SBC) ， あるいは行政組織である

長野市， 須坂市， 独立行政法人科学技術緩輿機構
(JST) イノベーションサテライト新潟のいずれ
か一つに共催あるいは協賛して頂いている.

本稿では， 第1.........3， S， 6回のテーマとした身近
な材料とそータを使った事作りについて報告す
るなお， 本文中で背景色が灰色の図は，工作の
際に用いた手順書Fである.

2.車の作製方法

2.1用意するもの
子ども逮が車を作製した後， 遊んで援してしま

った際に.簡単に修理できるように， 車の材料は
ホームセンターで購入可能な身近にある材料を
使用した. 図l に示すように， S mm厚の発泡ス
チローノレ板(株式会社アノレテ製; BP・5CBシジー
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表l 附{置したこどもマイスター教蜜の鉾線

回数 開催日 内容 場所 受講者 共催団体
I名]

2005年 6月111'1 長野市 も のづ 〈 り 30 
長野市

2 2刷)6年10月S日 11(作り工作 支{畢センタ ー 30 

3 2申07年3月10日 TOìGO 1∞ 

無電î!II.AMアジオ工作 長野市ビッグハyト
SBC 

4 2∞7都 1 0月13日 30 

無電源AM ラジョf工作
須鋭市メセナホール 40 

須桜ill5 2008'l'1O)j 11日
lIi作り工伸 20 

6 X同9年3月 7日 収作りヱ作 リージョンプラザ上総 120 1STイ ノベw ションサテ予イト軒絢

7 2∞9'1'10月3自 手作りそータ工作
穿I坂I町民体育館

50 
須控正rlí

s 2010年10月2a 液体蜜 縦実験 50 
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図2 DC守イクロモータの
2.5V定絡IJ!J臨時における踏特性

ズ). 竹E札 スト口 輪ゴム. 単3形舵電池.
リード線{寸き電池ポック旦をそれぞれmいたま
た， モータには.DC"?イタロモータ(三ì'f'精也、
隊式会社製; 2418)を使用した. 図2に民マイ

クロモータの定絡駆動時におけるui将位をrnす.

袋Z 各パーツに加工された

発泡^チロールの筒元
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図3 シャーシAの車輸の取り付けの傑子

{也に緬15 mmの両面テープ. 偏20叩羽のピニ

ールテープ.工具にカyタ . コンパスカッター.
はさみ， ニッパーを使用した.

なお， 受縛者が低学年の場合iま，工作時間を鋭

S躍するため， 守・め発泡見チロール4置をカクターお

よびコンパスカッターを用い. シャーシなどを袋
2に示すサイズに加工し.組み立てるだけにした.
2.2箪本体の作製

悶3に示されるように， シャーシにストローを
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図4 車制lヘクイヤを取り付ける様子

10 111m 穆広に切って軸受けにし， 竹$の車軸を取
り付けた. この際， 後に取り付けるタイヤがシャ
ーシに接触するのを防止するため， 軸受けのスト
ローがシャーシよりも約1 mm 外側へ飛び出るよ
うに取り付けた.

次にプーリーの側面を竹串で凹ませて， ベノレト
となる輪ゴムが外れないように構を作った. 図4
に示されるように，竹仰の事軸のいずれかー笛所
にプーリーを過し， その後. 各車軸にタイヤをそ
れぞれ取り付けた. こ の時点て'余った竹串をニッ
パーで切る必要があるが，きる際に竹串が飛んで
怪我をしないように， もう片方の手で切る竹皐を
押さえるよう指噂した.
2.3モータ側プーリーの作製

モータ側のプーリーを作製するために， 図5左
図のように，20mm幅のピニーJレテープを， 幅10
mm， 長さ 2Smmに切り， モータの軸に巻いた.

次に， 縮3.3 mm.長さ 50 mmに切った同テー
プを2本用意し， 最初に巻いたテープの中央に熔
ができるように巻いた.
2.4事本体へのモータの取り付け

初めに図6中央図のように， モータ台を2枚重
ね合わせ， 半円の簡所に両国テープを貼り， その
上にモータ本体を置いて固定した.

次に. 伺図布図のように.革本体のシャーシの
上へそータ台に固定したモータを次の2要件を満
たすように両面テープを用いて設置した.

(1) 次に前節で作製したそータ側プーリーと，
ltr軸側プーリーの械が一直線上にしなけれ
ばならない.

(2)凶?に示されるように. ベルトとなる輪ゴ
ムを引っ飾ける際に.輪ゴムに弛みが生じな
いようにモータを設置しなければならない.

4←q出ニ-/1.テー鳴.}e、為俸制.

掴圃E ー-

モ-9�‘に 神島・e同・ι 両・に・‘苧-7.
手ー宵・e.. z泊�.

図5 モータの軸にビニールテープを巻き
プ一日ーを作製する傑子

5.量属品前こして.モー必.にモー情説しe
'f，G>.シャ→に附け竺ン日誌

、、.，

図6 モータをシャ ーシに設置する様子
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図7 モータ側プーリーと車軸仮IJプーリーに
輪ゴムを鋳ける線二子
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図8 電池ボックス 般世と 1)ード線の配線の 篠子

なお.本工作中でこの作業が肢も縫しい. また.
小学校低学年にもこれら要件を理解させなけれ
ばならないため長む丁療に悦明する箇所でもあ
{;). 
2.5配線と完成まで
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図 9 電池ボックス設置とリード般の配線の犠子

図8に示されるように， モータと反対側に電池
ボックスをシャーシ上に設躍し.t草地ボックスの
正極， 負極からのリード線を. モータの端子にそ
れぞれ繋いだ. 図 9のように電池を入れ以上で完
成となる.

3.車軸側プーリーの直径と車速の関係、
図 10 に車軸側プーリーの直径4とタイヤの回

転速度S，および革連Scの関係を示す. 回転速度の
測定には， 回転針(CUSTOM製;RM・2000)を用
いた.

図10 より， 車軸側プーリーの直径 dpとタイヤ
の回転速度品および革連兵には， 反比例の関係が
あり汰式で表されることが明らかになった.

S， = 53021 (dp [mm)) [巾m] (1) 
Sc = 49.971 (dp [mm]) [kmIh] (2) 

率速んを小学校低学年の歩く速度である約2
肋由にするため， 車軸側プーリーの直径dpは 25
mmを最適とした. なお.dp=25 [mm)は使用した
DCマイクロモータ本体の置径と慨ね一致したた
め， 実際にはそータ台を作製する際にくり貫いた
発抱スチローノレ板で車軸側プーリーを作製した.

4. 教育的考察

車を工作している際に理科教育も一緒に行な
いたかったため， 様々な質問をしながら進めた.
以下にその代表的な質問とその大凡の正答率を
示す.

(質問りそータを動かすためには何が必要か?
→正答申95%(解答例;電池)
(質問 2)箪を逆方向に走らせるためにはどうし

たら良いか?
→正答�80% (解答例; 電池を逆につなぐ)
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図10 車軸側プーリーの置径4と
タイヤの回転速度S，およびIII速S.の関係

(質問3) 車をもっと♀く走らせるにはどうした
ら良b、か?

→正答皐50%(解答例;電池を糟やして直列
につなぐ， (車軸側プーリーの直径を小さく
するという解答は無かった) )

tj�判陵高学年は， 授業で習っているため概ね解
答できたが， 理解していない子が数人いた. 教科
書や映像を見るだけの学習だけでなく， 工作や実
験を通じての実体験に基づく学習もしないと， 理
解カが噌さないと考えられ，本企画は意義深いも
のであると考えられる.

S. まとめ
これまでに草作りだけで300名を指導してきた

が. 9割以上の子ども速から縦しかったと言って
もらえる工作教室を開催することができ，今後も
地域密着型の理科教室を行ない. 理科や電気電子
工学の面白さや1f(要さを教えていく予定である.

謝辞ocマイクロモータを無償でご提供頂いた
三洋精密株式会社機， 表lに記載の共催団体の皆
犠ならびに共に工作指導をした本研究室所属の
学生各位に感知申し上げる.
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